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（1）対象地域 

福島県沿岸沖 

（2）重要な図表 

表 1：福島県沖 6 エリア（A-F）から採取された底生無脊椎動物の最大 137Cs 濃度と分析対象種数 

 

 筆者コメント：ここまでの詳細調査は貴重で、これらのデータは活用されるべきではなかろうか？ 
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表 2：各々の分類群における底生無脊椎動物における 137Cs の回帰直線の傾き、実効的生態学的半減

期及び生態学的半減期の統計学的結果 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 本論文では、福島沖の底生無脊椎動物の放射性セシウム濃度や生態学的半減期が、その種類や生活場

所、餌生物、代謝特性によって大きく影響を受けることを論じている。したがって、水生昆虫のモニタ

リングをする際には、単一生息域の単一種でのモニタリングは得られる情報が偏る観点から避けるべき

である。一方で、分析に十分な個体数を集めることが特に難しい点も考慮しなければならない。 

 

（2）流出挙動・経路 

 放射性セシウムの底生無脊椎動物、特に軟甲類やゴカイ類への主要な移行経路は餌を介した食物連鎖

である。二枚貝類や腹足類の汚染経路は溶存態セシウムが主要であると推測している。 

 

（3）除染の際の留意点 

 本論文ではこの点に関し、特に論じられていない。 

 

（4）担当者のコメント 

ヒトが食用としない底生無脊椎動物の実効生態学的半減期及び生態学的半減期を、モニタリングデー

タから統計学的に推測した、貴重な論文である。また、種別に生態学的な観点、つまり餌生物や生息域、

生活様式から考慮し、この結果を妥当なものと評価しており、説得力のある論文である。生物体内濃度

はこの論文でも、種別に評価したとしても、大きな偏差を持った分布として報告されており、分布とし

て生物体内濃度を評価することの重要性が示唆される。 


